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今年度の人事異動の作業は、 9 月末

の校長会以降、各学校の職員会議で説

明が行われ、その後、意向調書の提出、

校長によるヒアリングが行われる予定

です。

この人事作業の開始に先立って、高

教組は 8 月 23 日に 18 年度人事異動に

関する基本要求書を提出し、9 月 12 日

に交渉を行いました。

この交渉及び昨年までの交渉などか

ら、意向調書の記入やその後の人事作

業にかかわって、教職員の皆さんに知

っておいていただきたいポイントにつ

いて、お知らせします。

異動希望地区の希望順位は 低い順位の地区にも十分考慮を
意向調書の異動希望地区について

は、第 1 希望から第 6 希望(特支は第 4
希望)まで全て記入することが求めら

れていますが、高教組は、希望しない

地区まで記入することを強制しないよ

う求めています。これに対して県教委

は、ある地区ともう一つの地区のどち

らかに動いてもらわなければならない

場合に、どちらの地区の希望が高いの

かを判断するために全部記入してもら

う必要があると説明しています。高教

組は｢そういう場合は個別にヒアリン

グすればよい｣と主張しましたが、県

教委は｢本人の意向は校長からではな

く意向調書で知るのが第一｣として、

すべての地区の希望順位の記入を求め

る姿勢を変えていません。

従って、異動希望地区の希望順位を

記入する場合は、順位が低い地区を記

入する場合にも、順番を十分考慮して

記入することが大事です。

｢同一校勤続6年未満の異動については本人の意向を十分に確認する｣と
県教委が回答

2014 年度の人事異動基本方針の変更

で、高校の場合、第四地区以外は同一

校勤続 4 年目から異動対象とされてい

ます。高教組は 4 年での異動は早すぎ

ると主張し、今回の交渉では｢ 6 年を

標準とし、 6 年未満で異動するのは本

人の希望がある場合だけにすること｣

を求めました。これに対して県教委は、

異動対象はこれまでどおりで標準の年

数は基本方針には記載しないとした上

で、｢ 6 年未満の異動については本人

の意向を十分に確認する｣と回答し、

異動希望がない人を無理矢理異動させ

る考えはないことを示しました。

従って、同一校勤続 4･5 年で異動対

象になる人は、意向調書の異動希望の

有無の欄に加えて、２面の｢人事異動

に関する希望・意見｣にも記入したり、

校長のヒアリングでも強調しておいた

方がよいでしょう。
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「特殊事情説明書｣を出したい人は、誰でも出すことができます
｢特殊事情説明書｣について、｢本人

や家族の健康に関わる場合だけ｣など

と内容を限定して提出を制限するよう

な事例が報告されていますが、｢特殊

事情｣の内容については限定条件はあ

りません。今回の交渉でも県教委は、

｢命に関わるような健康の問題が優先

という話はしたが、あがってきたもの

は全て受けてくださいと言っている｣

と回答し、内容での制限はなく、誰で

も出せることを確認しています。

また、状況が急変して特殊事情説明

書を出したいという場合もあるので、

10 月以降でも出すことができます。

第六地区への希望については、意向調書に希望の範囲の記入を
高校の場合、第六地区への異動希望

をだすことについて｢南島原に希望を

出したのに平戸に異動させられること

はないのか｣という不安の声がよく聞

かれます。このことについて県教委は、

これまでの交渉の中で｢南島原市と書

いている人を平戸市にという発想はな

い｣と回答するとともに、｢佐世保在住

の人は平戸市･松浦市･西海市のそれぞ

れの可能性があるのでヒアリングで確

認する｣としています。

第六地区へ希望を出す場合は、｢平

戸だけ｣｢西海だけ｣等の希望の具体的

範囲について、ヒアリングの時にきち

んと伝えるとともに、文字として残し

ておくために、意向調書２面の｢人事

異動に関する希望・意見｣に記入して、

明確にしておくことが大事です。

第四地区新採3年目の人で地区満了まで留任を希望する場合は意向表明を
新採 3 年目は異動対象ですが、これ

までの交渉で県教委は、高教組の要求

に応えて、第四地区勤務者については、

地区満了まで留任を希望する場合は、

その意向に応えるようにしていると回

答しており、基本的に実現しています。

今年度の交渉でも｢できるだけ意向に

沿えるようにしたい｣と回答していま

すので、意向調書２面の｢人事異動に

関する希望・意見｣に希望を明記し、

ヒアリングでもしっかり校長に伝えて

おくことが重要です。

※意向調書2面の｢人事異動に関する希望・意見｣の欄には、具体的な学校

名等も含めて自由に希望を記入することができるので、活用しましょう。

重点・課題人事に該当する組合員の方は調査票の提出を
高教組は毎年、定期大会で決定した

項目に該当する場合は、本人の希望に

よって、個人名を出して県教委と交渉

することにしています。昨年度も 10
人について、｢重点･課題人事｣として、

本人の希望の実現を求め、７人につい

ては希望の範囲内で実現しました。今

年度も希望調査を実施しますので、｢重

点･課題人事｣に該当する組合員の方は

調査票を提出してください。


